・心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）

１、今年度の運営の目的

　平成２１年度のワーキンググループの話し合いで確認できた課題の解決に向けて、各機関の協力が得られる範囲で実施できそうな事業（取り組み）を検討し、連携を強化していく。また、研修内容も見直していく。

２、連携の強化について

（１）早期対応段階の取り組みの内容と結果
情報交換について…保健センターと保育園（幼稚園）で、お互いの事業内容等を説明しあう機会を年に１～２回程度設けていく。
　【実施内容】

保育園の園長向け…１０月５日（火）、保健センターの江坂保健師長を講師に、乳幼児健診や事後教室の目的や内容などを説明してもらった。
同上　　　　　　…３歳児健診の様子を直に見学していただく。月２回、２園ずつ参加。（保健センターの負担にならない程度に実施。）

保健師向け　　　…１１月４日（木）、子育て支援課の梶原指導保育士を講師に、入園説明会や一時保育等の目的や内容などを説明してもらった。

【スケジュール】

	月
	１０月
	１２月
	２月

	内容
	健診の目的・内容確認（保育園園長向け）
	
	

	
	入園説明会等の目的

内容確認（保健師向け）
	

	
	
	健診見学（３歳児）

（保育園長向け）
	
	


【３歳児健診見学を実施しての効果】（感想から抜粋）
· 実際に見ることで、保健師長の話の理解がより深まった。

· 気になる子のフォロー体制までの流れと内容がよく理解できた。

· それぞれの職種が丁寧に子どもを見ており、システム化していることに驚いた。

· 保健センターの努力が分かったが、それが保護者や保育園側に伝わっていないことが残念。個人情報保護の壁は厚く、高い。

· 健診後に受け入れる保育園の役割を確認できた。
スタッフの相互協力…子育て支援センター（わくわくルーム）の活用
【実施内容】（わくわくルームの様子見学、わくわくルーム後の振り返り）
・１回目（１０月７日）
参加者：保健センター 関根保健師、山岡保健師　子育て支援課 梶原指導保育士
　　　　ひかりの丘 戸村支援ワーカー　福祉課 清水主事
振り返りの主な内容

自立支援協議会（心身障がい児部会）の説明

今回の取り組みの趣旨説明、参加児童についての情報交換

保健センターの各種相談事業の説明（わくわくガイドマップを見ながら）

・２回目（１２月９日）

参加者：保健センター 木暮保健師、林保健師　ひかりの丘 戸村支援ワーカー　
福祉課 清水主事
振り返りの主な内容

参加児童についての情報交換、保健センターの健診後フォロー体制の詳細説明

・３回目（２月１０日）
参加者：豊田市こども発達センター 上里相談員、保健センター 吉田保健師、木暮保健師　子育て支援課 梶原指導保育士、福祉課 清水主事
振り返りの主な内容

今回の取り組みを終えての感想等、意見交換、講評（こども発達センター 上里相談員）

【実施しての効果】（意見交換より）
· 同じ市内のスタッフ同士（保健師と保育士）なのに、思った以上にお互いの業務を理解できていないことが浮き彫りとなった。

· 保育士としては保育園の生活しか見えていなかったが、３歳児健診では細やかに見られている。保健師も保育士も、気になる子、その保護者については同じようなところで対応に困る。うまく情報がやり取りできる仕組みがあるとよい。

【早期対応段階の来年度の方向性（案）】
· ３歳児健診の様子を聞く、見ることで、保健センターの業務を知ることができ、保育園側の受け入れ姿勢や役割が明確になった。
→講義⇒見学という流れを半年ごとに実施し、来年度は副園長、主任、幼稚園園長にも参加してもらうよう企画していく。
· わくわくルームのスタッフに保健師の視点を持ってもらう前に、まずは保健センター（保健師）の業務を理解してもらうことが必要。

→今年度の取り組みを、他のわくわくルームに行っていく。
（２）就学移行段階での連携の取り組みと結果
就学に関する情報の共有について…園長会（保育園・幼稚園）などで、就学指導のスケジュール等を説明する機会を、年に１～２回程度設けていく。
【実施内容】

　年度当初の園長会に教育委員会指導主事が出席し、就学指導のスケジュールを説明した。各保育園（幼稚園）園長クラスは就学指導の流れを把握しておき、分からない点については、教育委員会指導主事に聞くこととした。

ケース検討…入学前・後の児童のケース検討を開催。具体的には、年に３～５ケース程度、これを３～５年続けて行い、連携を強化するとともに、地域の課題も集約。さらに、就学前の関係機関がどのような情報を小学校側に渡せばよいかということについても再確認していく。
－スケジュール－

	2010
	2011
	2012
	2013
	2014
	2015

	ケース検討

開始
	
	
	定例としては一旦終了。
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	個別に配慮が必要な方はケース検討続行


【実施内容】
· 就学相談で保護者の同意が得られた児童について、それまで関わってきた機関が集まり、学校側に引き継がなければならない（引き継ぐべき）情報はなにかを探る。

· 当時と今の状況を比べながら、地域課題を探っていく。
１回目（１月１３日）地域の小学校から地域の中学校に進学する児のケース
参加者：対象児のご両親、保健センター、桃山幼稚園、子育て支援課、こども発達センター、教育委員会、圏域アドバイザー、生活支援センターひかりの丘、福祉課
会議で出てきた課題など
· 不安なこととして、①学校生活上の友人関係、②登下校の問題、③部活動への参加、④学習環境、などが挙げられた。
· 登下校の問題などは教育～福祉部署だけでは対応できず、他部署にも課題の共通認識を持ってもらう必要がある。（スクールガード…市民活動支援課）
· 就学に際しての情報提供は、幼稚園が先輩ママの話を聞く機会を設けてくれたこと、学校側へも園長先生が同行してくれたことなどが心強く、ありがたかった。

· 関わる機関が移行する節目は誰にとっても不安。この不安をいかに少なくできるかも考えなければならない。

２回目（２月３日）地域の小学校から三好養護学校中学部に進学する児のケース
参加者：対象児の母親、保健センター、子育て支援課、こども発達センター、教育委員会、三好養護学校、圏域アドバイザー、生活支援センターひかりの丘、福祉課
会議で出てきた課題など

· 不安なこととして、①三好養護学校に進学した後の相談先、②教育内容、③地域（居住地）との交流、などが挙げられた。

· 行政側の取り組みはスピードが遅い。当事者としては、思いを伝えているのになかなか進まないジレンマがある。

３回目（３月２２日予定）通園施設から三好養護学校小学部に進学する児のケース
予定参加者：保健センター、子育て支援課、知的障がい児通園ひまわり、教育委員会、三好養護学校、ひかりの丘みよし、ヘルパーステーションさつき、福祉課

【就学移行段階の来年度の方向性（案）】

· 今年度のケース検討で明らかになった課題に対し、何らかの事業を企画、実施していく。
→保護者と協議会の情報交換、研修等を通じた連携
· みよし市で出生し、保健センターで健診を受け、ふたばを利用した児童等のケース検討を実施。
→教育委員会の就学相談の情報から、対象児を検討し、保護者の同意を得ていく。
【その他　全体会への提言】

　・１回目のケース検討で出てきた登下校の問題に対し、スクールガードに見守りなど協力してもらえることはないか、市民活動支援課と打ち合わせを行うため、全体会での承認をいただきたい。
○意見交換

	


３、自立支援協議会主催研修について

　みよし市障がい者自立支援協議会として、豊田市こども発達センターなどに依頼している。以下は平成２２年度実施（予定）分。

【内容等】
	依頼機関
	対象
	内容
	時期（予定含）

	豊田市

こども発達センター
	保健師
	こどもの言語発達の理解と支援
	９月３０日（木）

	
	
	こども発達センターの利用と相談支援
	２月１７日（木）

	
	保育士・

幼稚園教諭
	専門機関との連携（講演、主任向け）
	５月１４日（火）

	
	
	公開保育事例検討（すみれ保育園）
	６月１５日（火）

	
	
	発達障害の理解と支援

（講演、中級編）
	８月１６日（月）

	
	
	公開保育事例検討（三好文化幼稚園）
	１０月２２日（金）

	
	
	公開保育事例検討（なかよし保育園）
	１１月１９日（金）

	
	
	豊田市こども発達センター施設見学
	９月7,9,14日

	
	保健師・保育士
	通園施設１日体験実習
	１１月1,2,8,12日

	教育委員会
	保健師対象
	教育支援センターについて
	３月１７日


· 上の研修では、みよし市障がい者相談支援事業の相談員も可能な限り参加する。

【効果】
· 研修後、必ずアンケートを実施。平成２０年度の各機関へのヒアリング結果を参考にしたり、研修前に綿密な打ち合わせを行うことにより、充実した内容の研修が行えている。また、回数も増え、各職種の意識も高まってきているように思える。
【来年度実施する研修について】
· 豊田市こども発達センターと児部会事務局、指導保育士で、２月１５日に来年度の研修の打ち合わせを実施。基本的には今年度同様に協力していただける。

· 今年度、明らかになった課題に対しても、解消に向けた研修を企画、実施していく。

４、来年度のスケジュールについて（案）
	時期
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	H22 １月
	２月
	３月

	部会
	


	
	
	


	


	

	

	

	

	

	参加機関
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務局等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


清水　台本
そもそもの目的としては、保健センター健診事後教室ののびのび教室の参加人数飽和状態の解消が目的であった。それを平成　　年からのびのびはスクリーニングの場であるという再認識のもとに、６回（６カ月）でモニタリングをし、その後、ふたば（療育）につなげるか、定期観察とするかを判断している。　　人数が減少しているわけではないが、機能を明確にし、位置づけをしっかりしたことでの効果が表れつつある。これは保健センター独自の取り組みとして、協議会としても見守っていきたい。

　わくわくルームへの参加については、のびのびを終えた子やのびのびに勧奨したけど来なかった子が行くことが考えられ、そこに保健師を派遣してわくわくルームのスタッフに、発見や保護者の話を身につけてもらうことを目的としていたが、教室後の意見交換を行う中で、予想以上にわくわくルームと保健センターの関わりが薄いこと、その課題が明らかとなった。発見や話を聞く力を身につけたとしても、紹介先やその機能を知っていなければ適切な助言はできないと考えられるため、まずは現状を知ってもらうことから始めることとしたい。具体的には、各園のわくわくルームの場に保健師が出向き、わくわくルームのスタッフとの情報交換を行っていく。みよしの中でつながりを作っていくことを次年度の連携の取り組みとしては、行っていきたい。システムがあることを現場の人たちが知らないと意味がない。システムがあることを再認識し、つながりが希薄なところを強化していく取り組みを続けていく。保健センターさんは、のびのび教室の増加という問題に対して、意識をもち、改善してくれた。各機関も課題解決に向けて努力していると思われるが、自分の機関でどうにもならないときは協議会にあげてもらって検討していく。これが自立支援協議会の役割である。
３月２２日には、実際に保健センター～ふたば～ひまわりと来て、三好養護学校に進学する児童のケース検討を、情報引き継ぎを主として行うこととなっている。進学に際しては、保健センターやみよし市障がい者相談支援事業所、教育委員会がそれぞれ保護者への対応、障がい福祉サービス利用の促し、養護学校のバスコースの配慮など行い、児部会の機関のつながりをケースで確認できるよい機会となった。試行的に行ったケース検討に加え、実情に応じて集まれることをシステム化していくことは、みよし市に住む児童にとって、大きな意義がある。
連携の強化、課題の集約








今年度の部会の方向性


（連携の強化、研修の充実）今後のスケジュール、みよし市教育支援ｾﾝﾀｰについて等





各段階の


話し合い





年度前半の各段階での取り組みや話し合いの報告、今後の研修内容の検討等


情報の共有化





早期発見：親子ルームへのスタッフ協力。学校移行：ケース検討。これらを行う中での課題の把握など。








第１回


部会開催


（6月）








課題の整理、提供する情報の確認








提供する情報を確定





第２回


部会開催


（11月頃）











事務局、助言機関等と参加機関で、今年度の取組状況と課題の確認及び各機関の調整。





今年度の成果の確認


各機関の事業報告


全体会への報告まとめ


来年度の方向性等（予定）





第３回


部会開催


（2～3月）








各機関の事業・研修　個別支援会議等（随時）





打ち合わせ（随時）、全体会・運営協議会への報告まとめ（会議前）





各段階の


話し合い





各段階での取り組み








各段階での取り組み
































